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「都市のORサマーセミナー」開催報告   

「SSOR緑越金による研究集会・セミナー開催の援肋」をノ受けて，、ド成13年1＝12311筑彼人学に  

おいて「都市のORサマーセミナー」を陛＝従いたしました．   

本セミナーには，ノ、習ミ，苦手研究者を小心に41子1が参加し，情緑交換，研究交流カど有意義な会  

となりました．井食には筑波米の定食，おやつには筑波のお店のi11某J′▲を食べ，懇親会は一宇ゾ巨街に繰  

り‖＝ノ，筑波ならではの運常がなされました．今回のセミナーを契機に，水年以降も川様なセミナー  

開こうと懇親会は人いに煉り上りました．なお，丁貢いた援肋令は，筑波人学以外の！、㌣lミへの宿泊費及  

び交通背補肋に利川させていただきました．この場を†けりて，お礼小し卜げます．  

鈴木敦夫（l軸tI人′、；∫‥）・人揮封】月（筑汲人′、；ご：）  

プログラム  

開会挨拶：腰塚武誌（筑汲人ノ、i々）  

セッション1「施設」 一章会：三浦炎低 目＝毎人′、r‥）  

（1）‖祁両施設の規l岬l価己躍パターンを比較する」八川雅や（筑彼人ノ、㌣）  

（2）「待ち行列を什う都市施設の数を決めるための数理モデル」．†榊＝一（慶腰義塾人一、；ごり  

（3）「連続型マルコフモデルを川いた配量問題について」稲川敬介（南111人′、㌢り  

（4）「施設総数と地域区分数の違いによるジニ係数の変化」尾崎ト■－1也（筑波人′羊）  

セッション2「交通・ネットワーク」 ■小会：人津．1J‡（筑波人一÷jJニ）  

（1）「通勤交通に前Ilした都rli儲城1句の通過交通量の空朝川勺ならびに畔問的分布」lI川・健一（慶應  

義塾人！、㌢）  

（2）「ネットワークフローの均衡配分を川いた道路網の．沖価」．－i本 牧（中央人′、㌢）  

（3）「ネットワーク卜の道路神経とIFI二線抑維～道路網の連続件に着＝した迂回率指標」11けr一軌  

（筑i皮人！羊）  

セッション3「都市とOR」 －小会：イ川二儀光（いミけ技術政策総合朝甥所）  

（1）「数理計l哺よと都市のOR」【1Jll束（小央人乍）  
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§  （1）「無閉路2描けネットワークにおける嗣、制御イ蘭就の研究」れ橋暦・郎（小火人一、r）  

（2）「人通りを考慮した街灯配荷によるl坊犯まちづくり」J刷＝玲イ・（筑波人骨  
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（1）「スカイライン景観と小中乍校校歌分布との関係について」蓮香又絵」筑i皮人一、；：：）  

（2）「屯中州こおける八の立ち位i芹モデルとシミュレーション」藤‖暢イ▲（東山「業人′、r‥）  

（3）「多次元GISに対応した位朴＝甘報の衣堀去」l1呪像二郎（L巨央人′、iご‥）  

講 ．沖：伏見正則（向‥1人！、；ご二）  

閉会挨拶：鈴木敦夫（南山人′、r）  
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